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博士論文の要約 
「現代企業の管理組織研究 ―v. ヴェルダーの管理組織論を中心として―」 
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リン工科大学(Technische Universität Berlin, TU Berlin)の教授であるアク
セル・フォン・ヴェルダー(von Werder, Axel)の研究に依拠して考察を行う 。
彼は、ドイツの民間グループであるベルリン・グループ (Berliner 
Initiativkreis German Code of Corporate Governance)の代表を務めた人物で
あり、ドイツ・コーポレート・ガバナンス・コーデックス(Deutscher Corporate 
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ポレート・ガバナンスと企業の管理組織の関係を明らかにした。 
第Ⅱ部においては、第Ⅰ部で規定したコーポレート・ガバナンスと企業の管
理組織の関係を踏まえ、「v. ヴェルダーの管理組織論」の解明を試みた。まず、
第３章では、v. ヴェルダーの企業とトップマネジメントの概念を明らかにした。
その際には、彼が属するコジオール学派、ひいては、コジオールがどのように
企業を理解していたのかに関しても議論した。 
第４章では、v.ヴェルダーの企業の管理組織について考察を行った。まず、
企業管理の担い手はどの機関であるのか、そして、その機関は企業のヒエラル
ヒーにおいてはどこに位置づけられるのかを解明し、企業管理の中心的な担い
手を制約するのは、どのような機関であるのかについて言及を行った。 
そして、v. ヴェルダーの企業の管理組織、即ち、法的な上位組織とトップマネ
ジメントの組織の形成領域、及び、考察の意義について検討を行うと共に、v. ヴ
ェルダーが企業の管理組織を考察する際に用いる法規範志向的組織理論につい
ても検討し、ヴェルダー理論の学史的な意義に関して解明を行った。 
第５章では、組織理論的な観点から考察するトップマネジメントの組織に焦
点を当て、トップマネジメントの組織の４つの基礎モデルの解明を行うと共に、 
権限委譲の２つの方策に関して検討を行い、４つの基礎モデルと権限委譲の関
係に関して考察した。 
第Ⅲ部の「ドイツにおけるコンツェルンの管理構造」においては、現実の巨
大企業の管理構造を考える際に多くのインプリケーションを与えてくれるドイ
ツにおけるコンツェルンを対象に考察を行った。第６章では、ドイツにおける
コンツェルンの歴史的な発展を明らかにした上で、ドイツにおけるコンツェル
ンのメルクマールを明らかにした。その際には、まず、ドイツにおけるコンツ
ェルンについて、法律においてはどのような規定が存在するのかを概観した後
に、経営経済学に基づいて考察した。 
第７章では、ドイツにおけるコンツェルンのトップマネジメントの組織に関
して検討を行った。とりわけ、コンツェルンのメルクマールである親会社の統
一的管理を担保するための取締役兼任に関して議論を行うとともに、企業実践
においては取締役の兼任がどのように図られているのかを明らかにした。その
上で、この取締役の兼任を親会社と子会社の法的な境界線を越えて把握するこ
とができるコンツェルンのトップマネジメントの組織の枠組みと、コンツェル
ンにおける権限委譲に関して議論を行った。 
